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日頃より JVC ケンウッドを応援いただき、ありがとうございます。 
毎年、日本ビクター寿会、トリオ・ケンウッド会へのイベント参加は楽しみにしていますが、コロナ禍という時節柄、本年度は中止

となり大変残念です。いち早く収束することを願ってやみません。 
 既に、ご存知の通りと思いますが、新型コロナウイルスによる経済的なインパクトは甚大であり、当社 2021年 3月期第 1四半
期決算に大きな影響を及ぼしました。 
決算内容は別途資料の通りですが、先行きに不透明感がある中で、期初より緊急対策プロジェクトを立ち上げ、業績の復活、

事業体質の強化を図るため全社一丸となって取り組んでいます。既に第２四半期に入っていますが、業績の底上げの兆しも見え
てきたところです。 
一方で、この新型コロナウイルスは、これまでの我々の行動様式や価値観を一変させました。恐らく、皆さんの生活にも変化が

起きているのではないでしょうか。 
いままでは、違った働き方を当社も余儀なくされているところです。大人数での集まりは回避し、海外出張は全面中止、会議は

リモートへ。またテレワーク・在宅勤務を導入し、現在は 5 割程度が出社となっています。アフターコロナに向け JVC ケンウッドの事
業特性を生かしながら効率的かつ新たな働き方を推進していきます。 
 
ビジネスにおいては、アフターコロナを見据えて、「セキュリティカメラと画像解析技術の組み合わせによるソリューション提案」「新し

い生活を Create するソリューション」「パンデミックを抑止するための高感度かつ簡易な診断機器の開発」など、社会的課題の解
決に向けた新たな取組みを強化しています。 
 

   

 
 最近のトピックスとして、朝日新聞朝刊全国版にて 7/22~9月上旬まで 7回の広告掲載、また SNS と連動した企業広告で
はツイッター、3 アカウントで展開しブランド別に強化を図っているところです。メディア事業で推進しているテレワーク、巣ごもり需要
を喚起させる予定ですので、是非ご覧になってください。 
更なる広告活動として、本社ビルを活用したラッピング広告を開始しました。交通量の多い首都高横羽線からの視認性に優れ

た本社ビル西面を広告スペースとして活用するものです。横羽線ご利用の際は、是非ご覧になってください。 



  
 
 このような危機的な状況だからこそ、今までやれなかったことを思い切ってやる機会にもなります。 
 【危機的な状況における変革のチャンス】 
１、過去のしがらみに決別できる。 
２、組織に危機感と緊張感が生まれる 
３、急激な外部環境の変化が困難な決断を促す 
４、長期的な視野にたって行動を変えるチャンスとなる 
５、新規事業、イノベーションを生む絶好の機会となる。 

 
このように危機を逆手にとって JVC ケンウッドの風土改革、経営改革の大きなチャンスと捉えています。幸い転じて福となすと言

いますが、JVC ケンウッド社員一同この難局に臨む意欲に燃えています。 
 

OB・OGの皆さんも、日常生活への影響が生じていることと思いますが、人間の英知によりコロナ問題は克服できると信じていま
す。この機に、日常生活の見直しや新たなことにチャレンジするチャンスでもあります。皆さんと一緒にこの難しい時期を乗り切りまし
ょう。 
 日本ビクター寿会、トリオ・ケンウッド会、および OB・OG 皆様のご健康をお祈りするとともに、来年皆様とお会い出来ることを心
より楽しみにしています。 
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